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その他のタイトル Oceania, in particular Micronesia, and










はない。 しか し、日本は西欧諸国よりはるかに遅れて出発 した植民地主義国であり、 日本の人類




が、いわゆる 「野蛮人/未 開人」に関する知識を提供 し、知識の集積 とともに、19世 紀中葉に一
つの学問分野 として 「民族学/人 類学」が成立 した。1830年 代から40年代にかけて、イギリス、
フランスで相次いで 「民族学/人 類学」の学会が形成された。当初の 「人類学/民 族学」は考古
学や言語学とも未分化で、「人種」概念 を中軸とした人種研究という性格が濃厚だった。研究対
象の面でも後の人類学/民 族学と異なって、「未開/野 蛮」のみならず、自国民の人種的構成と
その歴史にも関心を及ぼしていた。 しかし、この 「民族学/人 類学」から文化的関心が明瞭に分
化するとともに、(イ ギ リスでの)「人類学」および(ヨ ーロッパ大陸での)「民族学」は、非西
欧世界 とりわけ植民地の 「未開/野 蛮」に関心を集中させていった。
未開文化研究に専門化 していった19世紀後半の 「人類学/民 族学」は、それに携わる人間の間













2.植 民 地主 義 イ デオ ローグの 知 的貢献





居龍藏)な どの論争は、最終的に考古学の発展によって決着 したが、その結論は石器(縄 文)時
代人と後世の 日本人 との連続性であ り(寺 田1975)、 これによって日本人と周囲の異民族 との境
界が画定 した。それで もなお、石器時代 日本人の起源の問題は未解決であり、それ以降 も、 日本































3.植 民 地支 配 と民族 学
日本人のオセアニアに対する知的関心が次に高揚するのは、第一次世界大戦後である。それ ま
での時期に、 日本の人類学/民 族学は、日本の植民地主義の展開と平行 して、大きく成長 してい
た。同時に、人類学/民 族学における文化的関心の分化 も:進行 し、形質研究は 「人類学」、文化
研究は 「民族学」 と、名称の上で も区別が定着する。
明治 日本は、オセアニアについては領土獲得の機会 を逸 した。 しか し、欧米諸国との外交条約
上の不平等 を解消し、主権国家としての地位 を確立するとともに、日清戦争、日露戦争 を通 して、
具体的に海外領土の獲得を実行に移 していった。日本民族学の関心はこの帝国主義的な海外拡張
の最前線 に集中した。例えば、形成期の日本の人類学/民 族学を代表する鳥居龍藏は、大探検家






は急遽、調査を組織 した。ただ し、第一次大戦までにすでに日本は、台湾を領有 し、朝鮮を併合
していた。この二つの植民地については、統治の初めに大規模な実態調査を実施 し、調査結果 を
統治政策に反影させている。台湾 と朝鮮での経験を、しかしなが ら、 ミクロネシア統治で活かし
ているとはいえない。
ミクロネシア占領後まもなく、文部省は 「南洋新占領地視察」の調査隊を派遣 し、視察報告を
作成 した。東京帝国大学も科学調査隊を派遣 し、それに参加 した理科大学人類学教室の松村瞭は、
短期間に新植民地の島々をサーヴェイし、物質文化 を主体 とした民族誌 を発表 している。松村は
バ ッドンらが19世 紀末に提唱 した 「フィール ド人類学者」の類型に該当するといえるかも知れな
い。 しか し、総 じてこれら学術的な調査の成果は、当時の日本における諸科学に照 らして も、水
準の高い ものとはいえない。その中にあって、領有当初の海軍軍政を担当したチューク(ト ラッ
ク)島 防備隊(守 備隊)司 令官東郷吉太郎が、軍政の組織を通 して民族誌的資料を収集し、「南
洋老人」の筆名でミクロネシアの包括的な民族誌 『南洋の風土』 を出版 している(1916年)。 行
政担当者の編纂 した資料集なが ら、「素人民族誌家」の業績 として も評価に耐える内容であるの
は興味深い。
日本による植民地統治の当初に、このように、国家による(な い しその意志を受けた)情 報収
集の努力が行われたが、それ以降は植民地統治の当事者による学術調査の計画はなく、 ミクロネ
シアに対する民族誌的関心は私人による個人的努力に委ねられる。
ドイッ領の占領に際 し、ポーンペイ(ポ ナペ)島 の占領 をみずから指揮 した海軍大佐松岡静雄
は、退役後、 日本ではミクロネシア文化 に関する最初の(そ していまだに唯一の)網 羅的な書物
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資料 とに依拠するもので、現地の 厂素人民族誌家」と分業する西欧の 厂安楽椅子人類学者」の類
型に近い。民族誌的関心 と日本の古代文学に対する強い関心とが統合 されていた点でも、西欧の








功である。彼は、 日本本土のみならず、 日本統治の中心地ベラウ(パ ラオ)の 日本人コロニーか
らも逃避 して、isolatedprimitivesocietyと いう当時の人類学が求めていた理想的条件に該当す
る小珊瑚島サタワルに、7年 間滞在 した(岡 谷1990)。 そこで彼は、参与観察の条件を理想的に
満たすような観察を行った。民族学者としての土方は 「素人民族誌家」の類型に当てはまろう。
そして最後 に、大学教育を受けた 「訓練 された人類学者」が登場する。杉浦健一は1937年 以来




先行 して同 じ地域を支配 したドイツ人による豊富な民族誌的知識の蓄積 を、利用することができ
た。土方にはゴーギャンというモデルがあった。彼 は現地文化の内面化 において群 を抜いていた
が、知 り得た情報の体系的な記述という面では、十分 に民族学者/人 類学者の期待に応えていな
い。彼 はミクロネシアに渡る以前、すでに民族学や民俗学、考古学に強い関心 を持ち、松岡その















の意味で 日本の植民地主義 も民族学も未成熟なままに終わった。この未成熟は、 ドイッの民族学
者(ハ ンブルク調査隊など)に よる浩瀚な ミクロネシア研究の完成された姿と、実に対照的であ
る。
日本 とミクロネシアとの関係 においても、植民地の社会 と文化 に対する知的関心が、植民地主
義イデオロギーおよび現実の植民地統治を土台 として、それに刺激されて発展 し、民族誌的知識
の収集 と民族学的思考の形成を促 したことは、明 らかな歴史的事実である。民族学は植民地主義






が植民地的状況を利用 して、民族学的関心 を実現 していったというのが、歴史的事実だったと思
われる。









して、軍事支配下の地域 に送 り込んだ。すでに名を成 していた民族学者が参加 したのに加え、戦
争による調査研究の機会の拡大は多 くの民族学者を養成もした。戦後、日本の人類学/民 族学の
再建に貢献 した岡正雄、今西錦司、石田英一郎、馬淵東一、泉靖一、梅棹忠夫などは、いずれも
戦時中に上記の機関に関係 した人々だった。そ して、このリス トの中に、ミクロネシアを研究 し
た杉浦健一の名を加えることが出来る。杉浦 は民族研究所にスタッフとして参画 し、調査のため











め、現地調査 を行 っていた。しかし、その石田は戦後、日本の人類学/民 族学の再建に理論的な
指導者 として活躍した。アメリカ文化人類学の理論を導入 し、東京大学に文化人類学の学科 を新







ミクロネシア統治との関わ り、戦時中の民族研究所 との関わり、あるいは中国への赴任 に関して、
道義的に問われることはなかった。彼に次いで教授 となった石田自身も、侵略の最前線で民族学
的調査に従事 した事実は不問に付 された。
石田が戦後の人類学/民 族学の再建に当たって示 した弁明は、厂所謂 『大東亜』諸民族に対す
る我が国学徒の調査研究[は]… …侵略主義のお先棒 をかついだものかもしれない。……けれど
もこれらの調査を為さしめた政治的な力と、調査そのものの学術的価値 とは、自ら別個の問題で





推進 して きた。それでもなお、戦後の 日本人人類学者による研究活動の展開には、日本経済の国
際的な拡大 との問に並行関係を看取で きよう。 日本人人類学者が ミクロネシア研究を再開 したの
は、 日本経済の再建が終わり、急速な拡大期に入った1970年 代である。














1853(一1938)鈴 木 経 勳
1855(一1905)田 口卯 吉
1878(一1936)松 岡 静 雄
1884鈴 木経 勳 、 日本 人 漂 流 民殺 害 事 件 の 調 査 の た め 、 日本 政 府 よ りマ ー シ ャル 諸 島 に派 遣 され 、 ア イ リ ン
ラ プ ラ プ 島 に 日章 旗 を掲 げ る。
1885鈴 木 経 勳 、外 務 卿(井 上 馨)の 命 に よ り、 マ ー シ ャ ル に再 航 し、 日章 旗 を引 き下 ろ す 。
1885ド イ ッ 、 イ ギ リス お よび ス ペ イ ン、 相 互 の条 約 に よ り ミク ロ ネ シ ア を分 割 。 カ ロ リ ン諸 島 は ス ペ イ ン
領 と して 確 定 し(1885)、 ギ ルバ ー ト諸 島 は イ ギ リス 保 護 領(1892)、 マ ー シ ャル諸 島 は ドイ ッ 保護 領
(1886)と な る。
1886-90鈴 木 経 勳 、 所 有 船 な どで 太 平 洋 の 島 々 を巡 察 。 数 度 に亙 り 「無 人 島 占領 建 議 」。
1890鈴 木 経 勳 、 田 口卯 吉 の設 立 した南 島 商 会 に参 加 し、 帆 船 「天 祐 丸 」 で ミク ロ ネ シ ア を巡 航 。
1892鈴 木 経 勳 『南 洋 探 検 実 記 』(博 文 館)
1893鈴 木 経 勳 『南 島 巡 航 記 』(田 口卯 吉 閲 、井 上 彦 三 郎 ・鈴 木 共 著 、 経 済 雑 誌 社)
1893(一1961)矢 内 原 忠 雄
1893南 洋貿 易 日置 合 資 会 社 設 立(1906南 洋 貿 易 株 式 会 社 に発 展)。
1894-95鈴 木 経 勳 、 日清 戦 争 の従 軍 記 者 と して朝 鮮 、 中 国 に派 遣 さ れ る。
1896鈴 木経 勳 、参 謀 本 部 嘱 託 と して 「北 満 」 を調 査 。
1897-1904鈴 木経 勳 、 在 日ロ シ ア大 使 館 に スパ イ と して潜 入 。
1898米 西 戦 争 。 スペ イ ン、 グ ア ム 島(お よ び フ ィ リ ピ ン)を ア メ リカ合 衆 国 に 割譲(同 年 、 ア メ リ カ、 ハ
ワイ を併 合)。
1899・ ス ペ イ ン、 マ リア ナ 、 カ ロ リ ン両 諸 島 を ドイ ツ に売 却 。
1900(一77)土 方 久 功
1905(一54)杉 浦 健 一
1908-10ハ ン ブ ル ク科 学 財 団 ・ ドイ ツ科 学 振 興 財 団 に よ る 「南 海 調 査 」(メ ラ ネ シ ア ・ミ ク ロネ シ アの ドイ
ツ領 の 民 族学 的調 査)。
1913-36G.Thilenius,hrsg,ErgebnissederSuedsee-Expedition,1908-1910,14vols,26parts.
1914日 本 、 第 一 次 世 界 大 戦 に参 戦 、 マ リア ナ 、 カ ロ リ ン、 マ ー シ ャル の ドイ ツ領 を占 領 。松 岡 静 雄 海 軍 大
佐 、 ポ ー ンペ イ 占領 を指 揮 、 軍政 署 長 とな る 。
1916南 洋協 会(南 洋 老 人 編)『 南 洋 の風 土』(春 陽堂)
1916-7『 委 任 統 治 地域 南 洋 群 島 調 査 資 料 』(文 部省 、南 洋 庁)(動 物 、植 物 、 地理 、地 質 、
医 学 、 商 業 、 農 業 、林 業 、法 科 の専 門 家 に よる調 査 報 告)
1918Matsumura,Akira,ContributionstotheethnographyofMicronesia,Journalofthe
CollegeofScience,ImperialUniversityofTokyo,40.
1919グ ア ム を 除 くマ リア ナ、カ ロ リ ン、マ ー シ ャル の各 諸 島 、 日本 が 受 任 国 と して 統 治 す る国 際 連盟 の 「南
洋 委 任 統 治 地 域 」 と な る。
1920「 南 洋 委 任 統 治 地 域 」 の 人 口、 「島民 」48,505、 日本 人3,671(男3,097、 女574)。
1922日 本 、 南 洋 庁 を設 立 、 「南 洋 委 任 統 治地 域 」 の 統 治 を軍 政 か ら民 政 に移管 。 南 洋興 発 株 式 会 社 設 立 。
1927松 岡静 雄 『ミ クロ ネ シ ア民 族 誌 』(岡 書 院)
1927染 木 煦 、 満 鉄 嘱 託 。
1929-31土 方 久 功 、 ベ ラ ウ に 渡 る。 南 洋 庁 嘱 託 と して 公 学 校 で木 工 を教 え るか た わ ら、 ベ ラ ウお よ び離 島
を調 査 。
1930「 南 洋 委 任 統 治 地 域 」 の人 口、 「島 民 」49,695、 日本 人19,835(男12,262、 女2,573)。
1931-39土 方 久 功 、 大 工/彫 刻 家 杉 浦 佐 助 と と も にサ タ ワル 島 に住 む。
1933矢 内 原 忠 雄 、 「南 洋 群 島」 視 察 。
1933日 本 、 国際 連 盟 か ら脱 退 、 「南 洋 委 任 統 治 地 域1タ 日本 領 とす る。
II-19
1934染 木煦 、「南 洋群 島」 踏査 。矢 内原忠雄 、ヤ ップ島視察。
1935「 南洋 委任 統治地域」 の人口、「島民」50,573、 日本人51,861(男31,158、 女20,703)。
1935矢 内原忠雄 『南洋群 島の研究』(岩 波書店)
1937-41杉 浦健一、南洋庁 嘱託 として毎年 「南 洋群 島」で 厂旧慣調査」。
1939土 方久功、杉 浦佐助 と一旦帰 国 し、 「土 方久功氏 蒐集南洋土俗 品展 」お よび杉浦佐
助の個展 を東京で開催 。
1939-42土 方久 功、ベ ラウに戻 る。南洋庁勤 務のか たわ ら、ベ ラウ各地 の調査 をお こなう。 この間、 カロ
リン、マ ーシャル を巡航。
1939染 木煦、「満洲北支」踏査 。
1940「 南洋群島」の人 口、「島民」51,106、 日本人84,478(男50,162、 女34,316)。
1940土 方久功 『ヤ ップ島離島サテ ワヌ島の神 と神 事』(南 洋群 島文化協会)
土方久功 『過去 に於 けるパ ラオ人の宗教 と信 仰』(南 洋群島文化協会)
1941「 京都探検 地理学会内南洋 ポナペ島調査 隊」(今 西錦 司、中尾佐助、川喜多二郎、梅棹忠夫、 ほか)、
ポーンペ イ島踏査。、
1941(染 木煦 『北満民具採訪手記』座右宝刊 行会)
1941-45太 平洋 戦争。
1942土 方久功 『パ ラオの神話伝説』(大 和書店)
1942-44土 方久功、帰国。太平洋協会 を介 して、陸軍 司政官 としてボ ルネオに赴任 、「原住民」 の宗教 、慣
習、社会 の調査 に従事。
1942染 木 煦、「山西学術調査 団」参加 、「学士 院蒙疆調査団」参加。
1943文 部省民族研 究所設 立、杉浦健 一、所員 となる。
1943土 方久功 『流 木』(小 山書店)
1944マ ーシ ャル諸島か ら順次 、連合 軍が 「南 洋群 島」 を(飛 び石 に)占 領。
1944今 西錦 司編 『ポナペ島 生態学 的研究』(彰 考書 院)
1944杉 浦健 一 「南洋群島原住民 の土 地制度」 『民族研究所紀要』1
1945染 木煦 『ミクロネジアの風土 と民具』(彰 考書 院)
1945杉 浦健一、民族研 究所の満洲諸民族調査 班長 として渡満 、現 地に到着 した時点 で終戦 を迎 える。
1945-46日 本敗戦。「南洋群島」の 日本人植 民は全 て本土に引 き揚 げ る。
1947「 南洋群島」、 アメリカ合衆国が統治す る国際連合 の 「太平 洋諸 島信 託統 治領」 となる。
1951-59土 方久功、隔年 に木彫 の個展 を開催 。
1953土 方久功 『サ テワヌ島民話』(三 省堂)
土方久功 『文化の果 にて』(龍 星閣)
II-20
